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◆地域協議会委員の改選について 

◆地域協議会委員の紹介 

◆令和元年度地域活動支援事業の審査

結果について 

◆地域協議会の動き  

地
域
協
議
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
委
員
の
任
期
は
、

令
和
２
年
４
月
29
日
か
ら
令
和
６
年
４
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま
す 

前列左から 

池田 光男 委員 

小林 政弘 委員 

植木 節子 委員 

平井 夫 会長 

古川 政繁 副会長 

手塚 哲夫 委員 

山本   委員 

後列左から 

西田 節夫 委員 

庄山  健 委員 

秋山 秀夫 委員 

下鳥  治 委員 

田中 睦夫 委員 

吉田 重夫 委員 

長藤  豊 委員 

 

会 

長 

平
井 

夫(

再
任
４
期) 

 

（
山
部
１
０
８
‐
１
） 

 

副
会
長 

古
川 

政
繁(

再
任
３
期) 

 

（
沢
田
６
０
９
‐
２
） 

 

委 

員 

池
田 

光
男(

新
任) 

 

（
達
野

） 
 

委 

員 

小
林 

政
弘(

新
任) 

 

（
熊
川
５
６
９
） 

 

委 

員 

植
木 

節
子(

新
任) 

 

（
宮
島
４
‐
１
） 

 

委 

員 

手
塚 

哲
夫(

新
任) 

 

（
久
々
野
２
９
６
１
） 

 

委 

員 

山
本 

(

新
任) 

 

（
関
根
４
１
８
） 

 

委 

員 

西
田 

節
夫(

再
任
３
期) 

 

（
針
９
０
５
） 

 

委 

員 

下
鳥 

治(

新
任) 

 

（
針
８
７
２
） 

 

委 

員 

田
中 

睦
夫(

新
任) 

 

（
針
８
４
４
） 

 

委 

員 

庄
山 

健(

新
任) 

 

（
田
井
１
４
２
９
） 

 

委 

員 

秋
山 

秀
夫(

新
任) 

 

（
稲
増

） 
 

委 

員 

吉
田 

重
夫(

新
任) 

 

（
菰
立
２
６
６
０
） 

 

委 

員 

長
藤 

豊(

再
任
２
期) 

 

（
栗
沢
６
６
４
） 

 

就
任
に
あ
た
っ
て 

会
長 

平
井 

夫 

 

こ
の
度
の
地
域
協
議
会
の
改
選
で
、
委
員
に
よ
る

選
任
選
挙
に
よ
り
引
き
続
き
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
区
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
板
倉
区
地
域

協
議
会
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
改
選
で
は
定
数
14
名
の
と
こ
ろ
16
名
の

立
候
補
が
あ
り
、
板
倉
区
に
お
い
て
初
め
て
の
選
挙

が
実
施
さ
れ
、
10
名
の
新
進
気
鋭
の
委
員
が
加
わ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
委
員
14
名
は
地
域
住
民
の
熱

い
思
い
で
選
ば
れ
た
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
区
民
の
附

託
に
応
え
る
べ
く
自
己
研
鑽
に
努
め
見
識
を
高
め
る 

努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
地
域
協
議
会
に
お
い
て
長
い
時
間
を
か

け
て
協
議
し
た
小
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
よ
う

や
く
来
年
度
に
板
倉
小
学
校
が
誕
生
と
な
り
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
で
地

域
協
議
会
も
中
々
開
催
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
活
動
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
提
案
内
容
を
審
査
し
、
決
定
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
統
合
す
る
３
小
学
校
の
閉
校

に
向
け
た
事
業
も
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

次
世
代
と
将
来
の
板
倉
区
を
見
据
え
、
身
近
な
諸

問
題
や
地
域
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
事

務
局
と
連
携
し
な
が
ら
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
協
議

し
て
い
き
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
負
け
ず
に
が
ん
ば
り
ま 

し
ょ
う
。 

○
令
和
２
年
度
の
地
域
協
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
を
お
知
ら
せ
し

ま
す 

編
集
委
員
長 

植
木 

節
子 

編
集
委
員 

 

池
田 

光
男 

 
 

 
 

 
 

小
林 

政
弘 

 
 

 
 

 
 

手
塚 

哲
夫 

地
域
協
議
会
委
員
の
紹
介 
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          令和２年度地域活動支援事業の審査結果について     (単位:千円) 

  

事業名 団体名 
( ) 

 
採択額 事業内容 

宮嶋小学校閉校に伴う記

念碑等整備事業  
宮島地区連絡協議

会 
(1,460) 

1,000 
1,000 

宮嶋小学校が今年度で閉校となるため、記

念碑を整備して小学校への思いや歴史を後

世に継承する。 

山部小学校閉校に伴う記

念碑建立及び記念誌刊行

事業 

山部地区連絡協議

会 
(1,250) 

1,000 
1,000 

山部小学校が閉校となるため、閉校記念碑

の建立と閉校記念誌の刊行を行い、地域づ

くりの一助、そして子供たちの情操教育に

寄与する。 

針小学校閉校記念 

学校・地域の魅力を発信

する事業 
針小学校後援会 

(462) 

462 
462 

針小学校の閉校を記念して、針小学校の魅

力を記録・編集し、記念式典で上映会を行

うとともに、関係者に配布する。 

芝桜とこいのぼり・春の

競演事業 
みどりやすらぎグ

ループ 
(785) 

784 
784 

ゑしんの里やすらぎ荘周辺にこいのぼりを

掲げ､観光スポットとしての確立を目指す｡ 

県道上越飯山線改良促進

に向けた光ヶ原高原の活

用支援事業 

光ヶ原夏まつり実

行委員会 
(715) 

710 
180 

光ヶ原高原の四季の魅力やビューポイント

を撮影・記録・配布し、情報発信力の強化

と観光事業への寄与を図る。 

光ヶ原高原再活用事業 
光ヶ原高原ファン

倶楽部 
(710) 

709 
709 

光ヶ原高原の魅力アップを図るため、草刈

り等周辺整備を行ったうえで、映画ロケ地

の案内看板とみずばしょうの森への案内看

板を設置する。 

和太鼓による地域活性化

事業 
板倉和太鼓クラブ 

(223) 

222 
190 

和太鼓をとおして郷土愛の醸成や地域づく

りに寄与するため、新入団員の募集と出演

依頼の周知及び劣化の激しい衣装の更新等

を行う。 

“ふるさと・いたくらの

魅力”映像制作発信事業 
板倉映像記録会 

(1,003) 

1,000 
500 

板倉区の自然などを映像化し、板倉区の魅

力を区内外に広く伝え、板倉区の認知度向

上とファンづくりを図る。 

ジュニアスポーツクラブ

（バレーボール）活性化

事業 

グリーンファイ

ターズ・グリーン

エンジェルス 

(256) 

250 
250 

継続した部員確保のため、ポスターとチラ

シを作成し広報活動を行うとともに公式球

等を購入し、活動の継続を図る。 

健康ウォークで体力づく

り及び山寺三千坊の観光

開発に係る事業  

丈ヶ山ファンクラ

ブ 
(593) 

550 
550 

丈ヶ山をより多くの方が登ることができる

環境に整えるため、飛び石階段や標識など

を設置し登山道を整備する。 

板倉の有り様を面白く紹

介する「板倉今昔説話

集」発行事業 

いたくら文化研究

会 
(451) 

430 
430 

地域の郷土愛を深めるとともに板倉への興

味を持ってもらう媒体として、板倉の不思

議や魅力ある話の説話集を制作する。 

上筒方集落絆の継承事業 上筒方親睦会 
(411) 

345 
345 

平成28年に建立した上筒方集落記念碑付近

に130本のツツジを集落出身者及びその家族

の共同作業により植栽する。 

塚之宮八幡宮保全周知事

業 
針塚之宮八幡宮奉

賛会 
(884) 

883 
0 

例大祭で使用している神楽舞台等の劣化が

著しいことから新調し、地域への愛着心の

醸成や地域づくりに寄与する。 

合 計 
(9,203) 

8,345 
6,400 ※板倉区配分額6,400千円 

《
地
域
協
議
会
の
動
き
》 

○
第
４
期
地
域
協
議
会 

▼
２
月
８
日 

第
13
回
地
域
協
議

会
（
地
域
協
議
会
活
動
報
告
会

に
つ
い
て 

ほ
か
） 

▼
２
月
24
日 

地
域
協
議
会
活
動

報
告
会
（
会
場:

板
倉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
市
民
ホ
ー
ル
） 

▼
３
月
９
日
～
22
日 

地
域
協
議

会
委
員
公
募
受
付 

▼
４
月
26
日 

上
越
市
地
域
協
議

会
委
員
選
任
投
票
・
開
票 

 

○
第
５
期
地
域
協
議
会 

▼
５
月
14
日 

第
１
回
地
域
協
議

会
（
地
域
協
議
会
の
運
営
に
つ

い
て 

ほ
か
） 

▼
６
月
11
日 

第
２
回
地
域
協
議

会
（
地
域
活
動
支
援
事
業
の
審

査
に
つ
い
て 

ほ
か
） 

 

地
域
協
議
会
委
員
の
採
点
に
よ

る
得
点
が
上
位
の
事
業
か
ら
板
倉

区
配
分
額
の
範
囲
で
採
択
す
べ
き

事
業
を
選
定
し
、
そ
の
際
に
事
業

費
の
内
訳
を
精
査
し
て
適
正
な
助

成
額
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
考
慮

し
、
提
案
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
わ
ず
、
文
書
に
よ
る
対
応
と

し
ま
し
た
。 

 

審
査
の
結
果
は
上
記
の
と
お
り

で
す
。
（
表
は
得
点
の
高
い
順
に

並
ん
で
い
ま
す
。
） 


